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シベリアと極東のガ'ラス原料資源①

はじめに

シベリアや極東の地下資源がさまざまに語られ紹介

されている中でとくに触れられていない鉱物資源の一

つにガラス原料資源がある.ソ連自体はその地質や賦

存状態から質･量にいたるまで卒直に発表しておりそ

の報告の豊富さは他の国に遜色がない.それだけにこ

こで意をつくすことはむずかしいカミ私なりにまとめて

みたので参考に供していただければ幸いである.

ソ連のガラス工業

ソ連でガラス工業が本格的に興されたのは革命後と言

ってよい.革命前のロシアでは大部分のガラス工場が

家内工業であった.1913年に生産された窓板ガラスは

全体で約2,000万m2にすぎなかったし工学ガラスの需

要は外国からの輸入に頼っていた.びんガラスの製造

もわずかなものでガラスびんは手工業的な方法で製造

されぴんずめ用ガラス容器はほとんど作られていなか

った.しかし第1次および第2次5カ年計画(1929-

1933年と1934-1938年)の中でソ連のガラス工業は急速

に発展し第2次世界大戦前には外国から工学ガラス

を輸入する必要カミなくなっていたし1940年には各種ガ

ラスの総生産量は1913年のほぼ5倍に伸び当時すでに

窓板ガラス生産量はヨｰロッパ第1位世界第2位を誇

っていた.

ヒットラｰの軍隊によってあらゆる経済部門が大打撃

を受けたあの独ソ戦の中では幾つかの工場か東部に疎

岸本文男

開して生産を続けたがでも窓板ガラスの生産量は1/3

に減ってしまった.

戦後の第4次5カ年計画(1946-1950年)でガラス工

業は復旧し第5次5カ年計画(1951-1955年)以降再

び急成長に向い総生産量が急増しただけでたく製品

の種類も多くなってきた.

ソ連科学アカデミｰガラス研究所の資料によると

1967年には20,500万m2の窓板ガラス2,370万個のガラ

スブロック600万m2の磨ガラス410万m2の超硬ガラ

ス68万m2の三重ガラス59,800万個の高級ガラス食

器206,800万個のガラスびん243,500万個のびんずめ

容器校とが生産されそして板ガラスの生産では世界第

1位であったし現在もそうである.ガラス工業の配

置からいえばそれは今もってヨｰロッパソ連に片よっ

ていて1967年の資料によるとガラス工場の約80%がそ

こに集中している(第1表).

第1表ガラス工場の配置(1967年)

�����生産ガラス種類別工場数���

��薄板･�その他��ガラス���電気工

�総数��の建築�ガラス��高級ガ�ガラス�学用･

���用ガラ��容器��せんレ�

��圧延ガ������化学実

���スと工��家庭用�ラス食�プラス�験用･

���学ガラ�びん���チック�

��ラス���ガラス���化学工

���ス���器�ガラス�業用ガ

��������ラス

ソ連全体�230�34�34�67�84�45�26�52

ロシア共和国�141�21�21�40�46�20�15�31

シベリア･極東�19�4�4�10�3�2�2�4

電気工

化学実

化学工

1967年の極東･シベリアにはガラス工場が全部で19(ソ

連全ガラス工場数の8.3%)しかなかった.それが1970

年には15.4%とふえてきたがヨｰロッパソ連に較べれ

ばまだまだである.

シベリア最初の近代的ガラス工業は1940年稼動開始

のウラｰン=ウデｰ工場に始まったと言ってよいだろ

う.これは1965年に拡張を終え現在ソ連東部最大の

ガラス工場となっている.また独ソ戦中に疎開したブ

ィトｰシの工場を基礎にして1946年にケｰメロボ州ア

ンジュｰ口=スｰゾェシスク市に建築用ガラス工場が建

設されさらに1964年に拡張工事を終えた.一方1960

年代に薄板ガラス工学ガラスびんガラスの製造を目

的とした大型工場としてイルクｰツク州ツルｰン市と

第1図家一軒恋いタイガｰの中に忽然と都市カ性まれる.これがシ

ベリアである･ガラスの需要は伸びる一方であろう写真は

ブラｰツク市街町はずれすなわちタイガである.�



一37一

マ

ガ

ダ

･!!.1

ス

ノ

ヤ

チュメｰ二州1

1◎ル

2◎ズ

ク

6◎地

1･･｡･｡(方;

}イ

鷲ヘム{ル

∴1デ㌧嵐ヂ1“㌧ぎ1

ヤクｰト自治共和国

ン

州

㌶

⑳

皿

◎30､.ノ1

ロ

ニ

㌻クθ弓

べ)ギ

i'(一ノ､プ㌧､

､､､チアムｰル州ゲ｡

ノク､､ぺ8

ふ翻

5∠

爀

へ

捻

⑤◇ガラス用アルカリ資源

⑥口おもなガラス工場

ユ000km

第2図

ガラス用原料鉱床分布図

①◎一ガラス用珪砂②◎一ガラス用珪砂代用原料

鉱床:1一マｰルィアトルィｰム鉱床

2一コムソモｰリスキｰ鉱床

3一アンドレｰエフスコエ鉱床

4一ザボｰド昌ペトロフスキｰ鉱床

5一ツマｰシェボ鉱床

6一チェルノレｰチェンスコエ鉱床

7一カユｰポフスコエ鉱床

8一マｰモントボ鉱床

9一二1コラｰエフカ鉱床

10■ツガｰン鉱床

11一カイラｰ鉱床

12一イジュモｰノレスキｰ鉱床群

13一ムソフラｰノボ鉱床

14一アルグｰイ鉱床

15一アンッィｰフェリ鉱床ポタスクｰイ鉱床

16一デリガウｰト鉱床

17一ゼルジｰンスキｰ鉱床

18一バラｰイ鉱床

19一モロｰゾフ鉱床

20一ズメイｰヌィロｰク

21一チンスコｰイ鉱床

22一ノボ=アルザマｰイ鉱床

23一ブルマｰイ鉱床カリｰノボ鉱床

24一ツルｰン鉱床北ツルｰン鉱床ダウｰルスコエ鉱床

25一イギルマｰ鉱床

26一ノ･一ルギノ鉱床イリクタｰ鉱床

27一チェレムシャｰ鉱床

28一ムｰホル≡タリｰンスク鉱床

2b一ザクｰリチンスコエ鉱床

30一ナムスィｰル鉱床

31一チャルガｰン鉱床

32一アントｰノフカ鉱床

33一ダルマカｰン鉱床

34一キパリｰソフスコエ鉱床

35一ボゴポｰリ鉱床

36一ノ'スィｰン鉱床

③△=ガラス用アルミナ資源

1一キｰヤ;シャルトィｰリ鉱床

2一ゴリャチヱゴｰルスク鉱床

3一バルガｰ鉱床

4一ナルイｰン皇クンタｰ鉱床

5一エトィｰカ鉱床

6一ブズラｰ鉱床

7一ベロゴｰルスク鉱床

8一ノｰビンスク鉱床

9一ソユｰズノェ鉱床

ユO一オｰボル鉱床

11一グｰセフスキｰ鉱床

12一タｰフィン山塊

ユ3一スチャｰン瑳長砦

④Q=ガラス用炭酸塩資源

1一タインザｰ鉱床

2一ボリシャｰヤ山鉱床

3一アルグｰイ鉱床

4一オフシャｰンカ鉱床

5一タラブカｰ鉱床

6一ビリュタｰ鉱床

7一ロｰゾバヤスカラｰ鉱床

8一スｰタリ鉱床

⑤◇一ガラス用アルカリ資源

1一クチュｰク鉱床

2一クルンダｰ鉱床

3一ミハイロフスキｰ鉱床群

4一ドロｰガ湖

⑥ロｰ主祖ガラスエ場

I一ヤルｰトロフスク｢コムナｰル｣工場

皿一アクｰチノ･工場

皿一トｰムスクエ場

]V一アンジュｰ回=スｰジェンスクエ場

V一ノボクズネｰツクエ場

w一クラスノヤｰルスクr+三戦士記念｣工場

孤一クラスノヤｰルスク｢シビゾリャｰトル｣工場

㎜一ツルｰンエ場

1X一イルクｰツクエ場

X一ウラｰン=ウデｰ工場

XI一ペトロｰフスク;ザバイカｰリスキｰ工揚

皿一ライチｰヒンスクエ場

巫一キパリソｰフスキｰ工場

皿一マガダｰンエ揚�
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アムｰル州ライチｰヒシスク市にガラス工場がそれぞれ

新設された.1973年に完工予定であったシベリアの大

型新式工場については稼動を開始したとしか伝えられ

てい扱い.

ソ連のガラス工業原料

金ソガラス研究所の資料によると1tの窓板ガラス

を製造するには760-920kgの珪砂218-238k9のドロ

マイト175-182たgの硫酸塩170kgのソｰダ54-

108とgの長石か或は17-32kgのカオリン15-25kgの

石灰石か白亜が必要である.これらの原料がガラスの

製造に適しているかどうかを決めるもっとも重要な規準

となっているのは着色酸化物の含有量である.上記

ガラス研究所は汚染物質の大部分が珪砂(約40%)と

長石(約26%)から持ちこまれることを指摘し鉱床を

評価するに当ってとくに注意しなくては狂らないのカミ

この2種の原料資源で珪砂と長石がガラスの質を左右

することを強調している.

珪砂:ソ連ではガラス用珪砂に対して統一した規格

を定めず大型鉱床の場合に適用する玲のとして暫定的

な条件添組まれているだけである.したカミってガラス

用珪砂の質はその暫定条件に照して評価されるがとく

にきびしく要求されるのは着色酸化物だかでも酸化鉄

の含有量制限でたとえぱFe.O註十FeOが0.05-0.06%

もしくはそれ以下の珪砂を特級O.06-0.08%を1級

0.08-0.13男を2級0.13-0.20房を3級とし0.20劣

以上のものは不合格としている.しかしこの条件は10

年以上も前に決められたものたので多くの場合現在

のガラス工業の発達水準に追いつけなくなっている.

一連の発達した資本主義国ではガラス用珪砂に対する要

求カミ上記の数値よりもはるかにきびしい.これらの国

々では粗鉱中の鉄分にこだわらずに選鉱して得た高品質

･高品位の珪砂だけをガラス用としている.珪砂の選

鉱という問題は高品質の無選鉱珪砂が減少しつつある

申で品質に対する要求がきびしく狂ってきているソ連

でもすでに重要な課題と扱っている.

現在全ソガラス研究所は珪砂の選鉱を念頭において

各種珪砂鉱床のための新しい工学的条件を組み立てよう

としている.また同研究所は薄板ガラスと工学ガラ

スの製造用珪砂に関する統一規格の案をすでに出してい

るカミそれによると前述の酸化鉄含有率に対する制限

は一段ときびしく妊り特級が0,015%以下1級がO.04

%まで2級が0.08%まで3級が0.2%までとなって

いる.しかし同時に出されたSiO｡品位への要求はか

なり緩くなり全等級にわたって｢SiO｡は95%を越え

ること｣と記され粒度組成は粒径O.1-0.5m-mのもの

で構成されていることただし3級の場合だけ粒径0.1

mm以下のものを含んでいてもよいが粒径0.5mm以

上の珪砂添含まれていても差つかえがないのは特級と!

級では5%以下2級と3級では6劣以下でなくてはな

らないとしてある.

ソ連のガラス用珪砂の消費量は年々のガラス生産増

に見合って伸びており1966年の310万tが1970年には

500万t1973年には680万tに達している.

もっとも大量に消費するのはソ連中部と西部のガラス

工場灘でシベリアと極東の広大な地域で消費されるガ

ラス用珪砂はソ連総消費量のわずか6.8%(1970)に

すぎない.それは生産規模カミ小さいからである.し

かし1975年にはソ連全体でガラス用珪砂の消費量は830

万tそのうち西シベリアが45万t東シベリアが18万

t極東が13万t併せて76万t(9.2%)となるとさ

れている.

第3図シベリアの水力エネルギｰの開発は急激に進みつつある.ここ､ブラ

ｰツク発電所から平均450万kW/hの電力が送り出され2つのアル

ミニウムエ湯を初めツルｰン市のガラス工場もその恩恵に浴してい

るIダムサイトの上を走る列車は1車両16t績を40両ばかり引い

て行くダムに昔きとめられた人造湖の面積はビワ湖の8倍を越えブ

ラｰツク海と呼ばれているその発電原価1kW/b24銭!

第4図バイカル湖畔の夏東岸にも西岸にも小さ松港

が並ぶここリストビヤｰンカ港の南方には開

発を待っている珪砂鉱床が2つ酉には調査中

の珪砂鉱床が1つある.�
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高アルミナ原料:アノレミナ分はガラスに必要な粘

性(靱性)化学的安定性耐熱性を与え結晶作用を

弱める働きをするので天然鉱物もしくは長石質の産

業廃棄物の形で熔融ガラスに加えられる.ソ連国定規

格13,415-68によるとガラス工業用長石はアノレミナ

を14%以上アルカリを7.5劣以上含有してい泣ければ

ならずまた酸化鉄を1級では0.2%以上2級では半

透明ガラス容器製造の場合カミO.5%以上色ガラスの場

合がε%以上それぞれ含んでいてはならないとされてい

る.純度の高い長石資源の消耗を補なうために多く

のガラス工場では霞石の精鉱も用いている.しかし霞

石は酸化鉄をかなり含んでいるためガラスの種類によ

っては使用でき低い.それで火成岩の優白質のものを

利用することや石英･長石砂を浮選して使うことも試

みられている.最近広く実用化されているのは選鉱所

から出る長石に富んだ群である.ガラス工業カミ必要と

する長石資源の大部分は薄板ガラスガラスびんガラ

ス絶縁体の製造に用いられ前記研究所の計算によると

シベリアと極東におけるガラス用長石の需要は1975年に

は8万tに達し1971年のほぼ倍に伸びる筈である.

ラス種類別の酸化鉄含有率上限は

次の通りである.

高級ガラス

窓板ガラス

辛透明びんガラス

石灰石･白亜(･)1

�〵

��

�㌀

ドロマイト(%)

�〵

��

�㌀

TiMnCrの各酸化物もガラスの製造には有害であ

るがそれが問題になるほど含まれていることはまず稀

れである.また炭酸塩原料中にSiO｡とA1.O｡が混在

していてもそれは無害であるカミその量はできる隈ゆ一

定していることが望ましい.前記ガラス研究所は炭酸

塩原料の晶質を主成分含有率によって次のように区分

している.

等級

�

�

皿

石灰=百と白亜

��┩

���

���

���

ドロマイト

M･･(%)1

����

����

�伀

㌰��

㌲��

炭酸塩原料:炭酸塩はガラスの化学的安定性耐熱

性機械的耐久性と透明度をつけるために広く使われて

いる.その酸化カルシウムの原料には石灰石か白亜が

用いられ酸化マグネシウムを必要とする場合にはドロ

マイトが使用されている.

ガラス用炭酸塩原料に対する工業規格はソ連にもたい.

珪砂の場合と同じようにただ暫定的放工学的条件と原

料の質に対する要求カミあるにすぎない.無色透明ガラ

スの製造への適否を決めるおも狂要素はや焙り酸化鉄

含有率でそれについてはきびしい制限がついている.

すたわち軽コニ業省ガラス工業局の規格によると製造ガ

炭酸塩岩は広く分布しているが高品質のものからな

る鉱床と柱るとその数は限られてくる.そのため輸

送が驚くほど長距離にわたらざるを得ない場合も生れて

いる.シベリアと極東のガラス工場が消費している炭

酸塩岩の量は1970年に95,900tそのうちの81,700tカミ

ドロマイト14,200tが石灰石であった(第2表).

アルカリ原料1これはガラスの製造にかなり大量に

用いられ(炉装入量の最大20%)とくに窓板ガラスや

びんガラスのように広く使われるガラスの場合がそうで

第5図プリバイカル山脈西南麓の農家鶏の親子が遊び牛カ…章を瞳べていたお婆さんカミ

ｰ人家の仕事を受けもち他の家族は:コルホｰズで働いているとのことであった.

第6図アンカラ河のほとりで日本人力茎たくさんみられる

イルクｰツクの市内プリバイカル山中に入るには

ここを経なくてはならないこの地のガラスエ場を

撮影しようと思い通りがかりの労働者に許可を求め

たらrニズナｰユ(わからない)｣ときたrバチエム

ｰ(何で)｣と聞いたら｢ニチエボｰ(見当がっかん)｣

だったのでのれんに腕押しとあきらめた.�
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策2表1970年のガラス製品種類別炭酸塩原料消費量(単位:1,O00t)

��ドロマイト���石灰石�

ガラス製品の種類�西ンヘリ�東:■ヘリ�極東�西ソヘリ�東:■ヘリ�

�ア�ア��ア�ア�極東

薄板ガラス�20�29�9�3.7�6.O�1.7

ガラスびん�2�2�3�O.2�O.3�O.3

高級ガラス食器�2�2�■�O.2�一�一

その他�5,4�1.9�5,4�O.6�O,4�O.8

計�29.4�34.9�17.4�4.7�6.7�2.8

ある.ガラス製造原料としてのアルカリは主としてソ

ｰダ灰と硫酸ソｰダでどちらかといえばソｰダ灰の方

が秀れている.ガラス工業はソｰダ灰の最大消費部門

の一つでソ連におけるソｰダ灰全消費量の20%以上を

占めている.ソｰダ灰や硫酸ソｰダの一部代用晶とし

てアノレミナ製錬の廃物であるソｰダ灰=炭酸カリ混合

物が使用されることもある.また霞石閃長岩やアルカ

リ含有率の高い岩石で酸化鉄による汚染の比較的少ない

ものがアルカリ原料として用いられることもあるがこ

のような代用品は透明度がそれほど要求されないびんガ

ラスなどの製造に用いられるだけである.なおシベ

リアと極東のガラス工場が消費したアノレカリ原料の量は

第3表に示す通りである.

第3表ガラス工業のアルカリ原料消費量(単位1,OOOt)

���ソｰダ灰��硫酸ソｰダ�

���･…1�1970�･…1�ユ970

�西シベリア��17.7�42.6�2.8�5.5

�東シベリア��29.8�47.7�3.3�5.O

極��東�13.7�24.O�1.9�41

�計��61.2�114.3�7.O�146

ガラス用原料資源の生産と供給

シベリアと極東におけるガラス用珪砂の生産量は

1969年でソ連全体の5.8%を占めたにすぎず需要を十

分に満たしていたわけではないし現在もまだ解決され

てい狂い.西シベリアではガラス用珪砂の採掘が1965

年秋に中止されまだ新規開発の報告は見当らない.

1950年から1969年までのシベリアと極東におけるガラス

用珪砂の生産動態は第4表に掲げたような特徴を備え

ている.

この中で東シベリアにおけるガラス用珪砂の採掘はツ

ノレｰン鉱床(イルクｰツク州)極東ではアントｰノフ

カ鉱床(アムｰル州)に集中している.

そのうちツルｰン鉱床の珪砂は東シベリアのすべて

第4表ガラス用珪砂生産動態(単位1,000t)

��〉����〉�����

西シベリア束シベリア極東�133■�4335■�5457■�37124一�一16575

計�34�78�111�161�240

ソ連総計�917�1,530�2,522�3,565�5,222

のガラス工場(ツノレｰン工場ウラｰン:ウデｰ工場

｢十三戦士記念｣工場ペトロｰフスク=ザバイカｰリ

スキｰ工場)西シベリアの数工場(アクｰチノ･工場

ノボクズネｰツク工場)極東の数工場(マガダｰン工

場キパリｰソフスキｰ工場ライチｰヒンスク工場)

に送られている.これらの工場の生産増に伴ってツノレ

ｰン鉱床の珪砂採掘量も急増している(1962年一58,000

t1963年一82,000t1964年一102,000t1965年一

!24,000t1966年一180,000t1967年一200,000t

1969年一165,000t).

ツノレｰン鉱床に次ぐガラス用珪砂供給産地となってい

るのがアントｰノフカ鉱床でその合カオリン珪砂鉱は

選鉱された後全量カ量ライチｰヒンスクガラス工場に

送られている.ただしアントｰノフカ鉱床産珪砂鉱に

対する選鉱技術はまだ十分でなくそのため選鉱精鉱の

品質がそれほど良くないので工場ではツノレｰン鉱床産

の珪砂を二部混ぜて使用している.アントｰノフカ鉱

床は1969年に75,000tの珪砂相当の粗鉱を出鉱した.

同粗鉱は選鉱所で破砕･洗鉱･スライム除去･分級され

ているカミ実収率は55.3%精鉱のt当り価格は9.21ル

ｰブル(倉出し価格8.5ルｰブル)である.

酉シベリアのガラス工場灘はヨｰロッパソ連なかで

もウリヤｰノフスク州タシュラｰ鉱床から移入した珪砂

を加えてガラスを作っているカミタジュラ∵の珪砂の価

格は製造工場渡し15ノレｰプノレ/tであるのに対し西シ

ベリアでのツルｰン鉱床産珪砂の平均価格は9.4ルｰプ

ノレ/tである.移入と現地生産によるシベリアと極東

でのガラス用珪砂の受入れ量は第5表に示すような割

合となっている(1969年:%)

第5表シベリアと極東1こおげるガラス用珪砂の生産量と移入量の関係

酉シベリア

束シベリア

極東

ガラス用珪砂の受入れ量

現地鉱床産1

�

�　

�

隣接地方産1

�

�

ヨｰロッバソ連産

��
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冬工場カミ自身でびんガラスと電球ガラスの製造用に地

域の珪砂をしっかりした方針もなく採掘している場合も

あるが最近ではそのようた急場しのぎも急減してヤ

ルｰトロフスク工場(チュメｰ二州の俗称コムナｰルエ'

場)がノボショｰロフスコエ鉱床(ウクライナ)から

移入した珪砂に加えてツマｰシェボ鉱床などの現地の

低晶質珪砂を今も定期的に使用しているくらいである.

でもトｰムスク電球工場は最近までツカｰン鉱床

(トｰムスク州)の珪砂を年4,000-6,000t使っていた

しアンジュｰ口=スｰシエンスク工場(ケｰメロボ州)

は1965年までカイルィｰ鉱床第2イジュモｰノレスキｰ

鉱床とゼリヨｰナヤ帯の鉱床(以上いずれもケｰメロ

ボ州)を順ぐりに採掘しその珪砂(採掘量33,000-37,

000t/年)の大部分はそのまま一部は選鉱してからガ

ラスの製造に供されていた.またクラスノヤｰノレスク

工場(｢十三戦士記念｣工場)は長期にわたって付近

のズナｰメンカ珪砂鉱床とクノレチｰンカ珪砂鉱床を採掘

していたがこれらの鉱床の適格珪砂は事実上採掘ずみ

と狂り1966年以降この工場はツルｰン鉱床(イノレグｰ

ツク州)産珪砂の供給を受けている.ライチｰヒンス

ク工場(アムｰル州)は1965年まで｢プログレｰス

ユｰジュヌイ｣鉱床(同州)を開発し原始的な筋で分

級選鉱していたがこの鉱床はすでに完全に採掘ずみと

たっている.

マガダｰン工場はガラスびんの製造に現地のハスィｰ

ン鉱床の火山灰をツルｰン鉱床(イルクｰツク州)から

移入した珪砂に混ぜて(ほぼ1:1)今も用いている.

以上のようにシベリアと極東のガラス工場に対する

現在の原料珪砂供給システムは主として集中用達方式

にもとづいたものでその輸送距離は長大化したとえ

ぱツノレｰン鉱床産珪砂の場合には平均輸送距離が1,000

止mを越えてソ連全体のガラス用珪砂の平均輸送距離の

ほぼ2倍に達している.おもな珪砂消費ガラス工場と

ツノレｰン鉱床との距離はウラｰン=1ウデｰ工場と｢十

三戦士記念｣工場の場合で700-1,000良mライチｰヒ

ンスク工場の場合で3,300kmマガダｰン工場の場合で

7,100星mにも柱る.また西シベリアの各ガラス工場

は主供給鉱山から2,600-3,OOOkmも離れている.

このようた長距離輸送ではt当り輸送費が最高13-15ノレ

ｰプノレにもなり使用原料珪砂単価は倉出し価格の7

-8倍に達することになる.

ガラス製造用の長石はシベリアと極東では採掘され

ていない.長石といえば陶磁器用にペグマタイトガミ

ナノレィｰン=クチｰンスコエ鉱床(イノレグｰツク州バイ

カル湖西岸15たm)として探掘されているにナぎ狂い.

この鉱床は1947年からハイチｰシスク陶磁器工場によっ

て採掘されているものでその採掘量は8万t/年である.

そのほかかって｢シビゾリャｰトノレ(シベリア碍子)｣

工場(クラスノヤｰルスク市)の需要を満たすためク

ラスノヤｰノレスク地方の1ペグマタイト鉱床カミ小規模に

採掘されていたがしかし1963年に中止されたままとな

っている.

以上のような情況下でシベリアと極東のガラス工場

が必要としている長石は主とし下チタ州からの送鉱でま

かなわれ年約2万tの長石が動いている.これは具

.体的には詳らかで狂いが要するに選鉱の副産物でガ

ラス用としては並等級の扱いとなっている.ほかに少

量なカミら｢アパチｰト｣コンビナプト(ムｰノレマシスク

州)から霞石精鉱も送りこまれている.

さらに無色透明なガラスの製造のためとくにサマノレ

カｰンド州リャンガｰノレ鉱業所から高晶質の粉状長石精

鉱カミ供給されているカミこれはカリタ=サｰイ鉱床の優

白質花開岩の選鉱生産物である.しかしこの鉱床から

もっとも遠い工場までの輸送距離は8,000kmにもなり

輸送費は精鉱1t当り36.6ノレｰプノレについている.

一方1973年からアムｰノレ州のチャノレガｰン選鉱コン

ビナｰトカミ高品質の長石精鉱を年1万tのぺ一スで生産

し始めたがこの長石精鉱はK･O含有率が高いため碍

子工場の陶磁器工場に送られている.1975年までには

完成する予定のブラゴベｰシチェシスク鉱山選鉱コンビ

ナｰト(アムｰル州)が実現すればその高品質長石精

鉱(生産能力10万t/年)はセラミックス工場だけでな

くガラス工場の需要に応じられるようになるだろう.

シベリアと極東のガラス工場が必要とするドロマイ

トはそのほとんどがブリヤｰト自治共和国タラブカｰ鉱

床のザイグラｰエボ採石場に供給を仰いでいる.この

採石場の計画採掘量は年15万tそのt当り価格は山元

渡しで4.8ノレｰブルである.

幾つかの西シベリアのガラス工場は冶金工業用に開

発されたケｰメロボ州ポリシャｰヤ山鉱床のドロマイト

を使用しその量は1967年で約1万tであった.この

鉱床は送鉱する当該ガラス工場に近いだけでなくドロ

マイトの山元渡し価格が4.79ルｰプノレ/tと上記ザィグ

ラｰエボ採石場の場合より少し安価でありさらに工場

渡し価格はザイグラｰエボ採石場産ドロマイトの12.Oル

ｰプノレ/tに較べるときわめて有利である.

以上のようなドロマイトの供給システムは近い将来大

きく改善されることになっている.それは1975年のド

ロマイト需要量が1971年のほぼ倍になる予定でそのた�
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め輸送量カミ急増するからである.

シベリアと極東のガラス工場への石灰石供給システム

はドロマイトとは別個に組み立てられている.それは

ガラス用石灰石の需要がそれほど多くない上石灰石を

採掘している鉱山が管内に多くガラス工場カ必要とす

る石灰石は建設･化学その他の工業用に開発された鉱山

で十分保証できるからである.

天然硫酸ソｰダはクチュｰク湖の鉱床から供給さ

れている.クチュｰクコンビナｰトが建設されたの

は1964年のことだがこのコンビナｰトはソ連の全天然

硫酸ソｰダ採掘量の50%以上を生産しその1部が74の

ガラス工場化学工場などに分配され大部分は輸出に

回されている.最近ではガラス工場側が合成硫酸ソ

ｰダの方を好むようになりシベリアと極東でもイルク

ｰツク州の化学工場からその供給を受けるようになって

きた.

ソ連唯一の天然炭酸ソｰダ生産地域となってい

るのカミアノレタイ地方で採掘はタナタｰノレ湖(ミハｰイ

ロフカソｰタコンビナｰト)とペツホｰフスキｰ湖

(ペツホｰフスキｰソｰダ工場)で小規模に行なわれ

化学試薬ソｰダ石灰などの製造に用いられている.

しかし確定鉱量カミそれほど大きく狂いので採掘量の増

大はあまり望めないようである.そのためかシベリ

アと極東のガラス工場にバシュキｰル自治共和国のステ

ノレリタマｰク市から合成ソｰダ灰が毎年送り続けられて

いる.将来はおそらく現地に合成ソｰダ灰工場を

建設してそこから供給を受けることに在るだろう.す

でにアｰテンスクアノレミナ工場(クラスノヤｰノレスク

地方)で霞石から合成ソｰダ灰を製造するための工業化

試験が行なわれつつある.

ソ連軽工業省は以上のような現在のガラス工場への

鉱物原料供給システムとくに珪砂の供給システムを大

きく改善する必要があるとしている.その主眼は現

地近辺の当該原料資源を開発･利用しヨｰロッパソ連

からの大量移入をやめることにおかれている.

国立ガラス工業設計院(GIPrOStek10)はソ連内に比較

的均等に配置されかつ主要ガラス工場地区と鉄道(な

いしトラック道路･水路)で結ばれた珪砂採掘の中心基

地網の建設を提口昌している.シベリアと極東ではこの

ような基地が3カ所考えられておりその1は西シベリ

アのツカｰン1は東シベリアのツノレｰン1はアムｰ

ノレ州のチャノレガｰンｰアントｰノフカである.そして

補充基地としてチュメｰ二州クラスノヤｰルスク地方

ブリヤｰト白治共和国や沿海州にも1カ所づつ建設され

ることになるらしい.上記設計院の概算によるとこ

のよう衣珪砂供給システムの改善によって節約できる輸

送費は西シベリアの場合カミ115万ルｰプノレ/年極東の場

合が100万ノレｰブル/年に達する.

ガラス用鉱物資源とその開発の展望

すでに述べたようにガラスの製造に用いられている

主荏鉱物資源は珪酸資源とくに珪砂である.ほかの

原料資源の消費量は多くないので珪砂を中心に展望し

てみたい.

珪酸資源

1969年1月1日現在におけるソ連の珪酸資源の鉱量計

算対称と在っているのは138の珪砂鉱床1つの石英･

カオリン鉱床､1つの石英粗面岩鉱床8つの石英砂岩

鉱床でそのうち珪砂と石英砂岩の計146の鉱床の総鉱

量はA+B+C150,940万tC227,600万tに達している.

珪砂鉱床と珪砂鉱量の大半(鉱床の57%A+B+C､

鉱量の58%)はソ連を構成する15の共和国の一つロシ

ア共相国のツェントラリヌィ経済管区とポポルガ経済管

区に集中している.この両管区にはソ連で稼動してい

る全珪砂鉱床の半分以上(36鉱山中の20鉱山)が存在す

る.シベリアと極東にはツカｰン石英･カオリン鉱床

を含め全鉱床数の9%総鉱量の4%か賦存している.

ツカｰン鉱床の石英一カオリン砂はガラス用珪砂の鉱量

に含めることのできる重要求ものであるがガラス製造

用の珪酸資源と高アノレミナ資源としての調査ずみ鉱量は

まだ十分でない.

第6表を検討してみれば明らかなようにシベリアと

極東の調査ずみのガラス用珪砂鉱床の大部分が比較的小

規模で稼行にはたえそうもない.同時に比較的大

規模な鉱床(ツルｰン鉱床チャルガｰン鉱床ツガr

ン鉱床ゼノレジｰンスキｰ鉱床)といっても基本的には

有望地区内の探査ずみ部分だけを指しているものである

から今後新しい同じような鉱床が発見される可能性は

大きい.したがって第6表は原料産地の真の状態を

現わすにはきわめて不十分征ものと言えよう.

西シベリアの珪酸資源

酉シベリアのガラス原料資源の主な消費地はレｰニシ

スク=クズネｰツキｰ一ノボシビｰノレスクrトｰム

スク地域の東部でここでのガラス用珪砂消費量は約10

万t/年である.これが1975年には15万tに伸び新

しいガラス工場の建設に伴い将来(1980年まで)さら

に30万tまで増大する可能牲がある二�
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策6表シベリアと極東の葉酸原料鉱床

経済管区

(共和国地方州鉱床)

酉シベリア

ノボシビｰルスク州エルバシャｰ鉱床

トｰムスク州ツカｰン鉱床

ケｰメ回ボ州カイルィｰ鉱床

同ムソフラｰノボ鉱床

東シベリア

クラスノヤｰルスク州セルジｰンスキｰ鉱床

同モロｰゾフ鉱床

イルクｰツク州ツルｰン鉱床

同ハｰルギノ鉱床

極東

ヤクｰト自治共和国ナムスィｰル鉱床

アムｰル州アントｰノフカ鉱床

同チャルガｰン鉱床

沿海州地方キパリｰソフスコエ鉱床

シベリア･極東の計･

原料のタイプ

珪酸原料全体

石英一カオリン砂を除く

マｰシャライト

珪砂

石英一カオリン砂

珪砂

珪砂

珪砂および砂岩

珪砂

砂岩

珪砂

珪砂

珪酸原料全体

石英一カオリン砂を除く

珪砂

珪砂

肩英一カオリン砂

砂岩

珪酸原料金体

石英一カオリン秒を除く

1970年1月1日現在の鉱量(単位100万t)

バランスシｰト内鉱量
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無選鉱でガラスの製造に使える珪砂鉱床は西シベリア

ではまだ発見されていないし発見の見通しも非常に暗

い.現在酉シベリアでガラス用適格珪砂を生産･保証

する最善の方策は酉シベリア低地南東部トｰムスク州

そしてチュノレィｰム=エニゼｰイ凹地南西部などに広く

発達する白亜系および第三系石英一カオリン層中に胚胎

されている珪砂を採掘･選鉱することである.

西シベリアの上記石英一カオリン層開発の是非をめぐ

ってまた最初に開発すべき鉱床の選択をめぐって議論

は1時宜熱していたがともあれ最初の姫上にあカミった

のがイジュモｰルスキｰ鉱床離(ケｰメ回ボ州)次が

ツカｰン鉱床(トｰムスク州)であった.

ツカｰン鉱床:この石英一カオリン砂鉱床はトｰム

スク=アｰシノ線トｰムスク駅近くにある.その石英

一カオリン砂層は幅1kmで18kmも延長し平均層厚

は15mに達している1この砂層は始新一漸新世のもの

で第三紀一白亜紀風化殻に由来した生成物であり珪

砂に富む部分は上下2層からなる.上部珪砂層は斜層

理を備えた白色細粒質および中粒質のもので珪砂の円

珍度は低い.石英粒の含有率は90%前後に達しカオ

リン化長石は5-6%ときに10-12%を占めるにすぎ

在い.この上部珪砂層の厚さは1mから2皿である.

下部珪砂層は海浜成のもので珪砂は分級度が高いと

いう特徴を備え全体として微粒および細粒質である

(60-7脇カミ粒径0,025-O.25mm).0.0025mm以下

の分離体(10-20%)はカオリン質粘土であり砂粒は

ほとんどカ三石英であるカミ重鉱物精鉱でみると金属鉱物

･藍晶石･ざくろ石なども含まれている.

ツカｰン鉱床の石英一カオリン砂鉱を選鉱処理テスト

に供した結果では最終的にテｰプノレで分離した珪砂の

大部分が0,063-0.16mmという一般にガラス用珪砂と

して歓迎されない粒度のものであった.一方工業化テ

ストのデｰタをみると粒度組成がほぼ均一なためにこ

の珪砂精鉱の熔解はスムｰスである.化学組成からす

るとこの珪砂精鉱は品質のよいものではないが色ガラ

スには使える1妨害物質であるFeやTiの化合物は

主に微粒珪砂に伴われており粒径0.1mm以下の珪砂

から妨害化合物を除去することは全体の品質向上につ

ながるがそれに伴って実収率が大きく低下してしま�
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う.もし浮遊選鉱法が用いられれば実収率は上りか

つ次のような化学組成を備えた高品質の珪砂を得ること

ができる.

出発珪砂

浮選後の珪砂
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鉱量がA+B+C･28,640万tに達しているので本

鉱床は大型選鉱所を建設することカミできる鉱量をもって

いると言える.

国立ガヲス工業設計院とガラス研究所では西シベリ

アにガラス用珪砂生産の中心基地を作るということにな

ればこの鉱床カミ最適と考えている.だが国立非金属

｡鉱業設計院カミ1967年に行なった計算によると本鉱床を

開発して年15万tの珪砂精鉱を生産し得る選鉱所を建設

･稼動させれば珪砂精鉱の仕上り経費は11.6ルｰプノレ

/tとたってタシュラｰ鉱床(オレンブｰルク州)産珪

砂の工場渡し価格約10ルｰブル/tよりも高くつき副

産物のTiO｡精鉱を勘定に入れても採算がとれたいと

のことである.そこでソ連地質省は選鉱所の規模を珪

砂精鉱生産量30万t/年に上げてカオリンやチタン精鉱

も回収･利用すれば採算がとれるという計算結果を出

した.

イジュモｰルスキｰ鉱床群:この珪砂鉱床群は

チュノレィｰム1=エニゼｰイ凹地南西部にあって分級度

の高い白色粘土層と互層した珪砂と石英一カオリン砂の

斜層理層からなっている.この斜層理層はガラス用お

よび鋳型用の珪砂として調査された多くの鉱床に共通の

地層で当該珪砂は中粒質と細粒質のものカミ主体をなし

ている.化学組成にはかたり大きな幅があるカミこれ

は変質長石やカオリンカミ不均等に混合しているためと

解される.この珪砂鉱中の石英含有率は83-96劣酸

化鉄含有率は一様でない.この珪砂をガラスの製造に

使用するには選鉱が必要である.

本鉱床群の中でもっとも規模が大きいのはゼリョｰナ

ヤ帯鉱床でイジュモｰノレスキｰ駅の東方3kmに位置

する.その中の南鉱区は鉱量がA+B+C.16,800万t

に達しこの全量が国家鉱量委員会の承認を得ている.

この鉱区はシベリア幹線鉄道タイガｰ駅からマリｰシス

ク駅わ間に分布する上記斜層理帯の中ではもっとも詳し

く調査された部分である.上記斜層理層中の鉱床とし

ては他にイジｰユモｰノレスキｰ鉱床セｰベノレノエ鉱床

アンチｰベス鉱床ロマｰチェボ鉱床カイラｰ鉱床な

どがある.ゼリョｰナヤ帯鉱床南鉱区内の珪砂層は

粘土の間層と粗粒の砂を伴った粘土に富む大粒･中粒･

細粒の石英からなり層厚は一般に12.1-25.4mだが

地形的に低くなっている所では2.6-9mに薄化している.

この珪砂層は全体として厚さ最大5.8mの第四系ロｰム

･粘土層に蔽われている.当該珪砂の平均粒度組成は

1mm-0.7%0.63mm-17.6%O.4mm-17.3房

�㌱����┰���㈷�����

18.2%0.1mm-3.1%珪砂層中の粘土混入率は7-

26%平均(南鉱区)16%である.珪砂鉱中のSi02は

84.2-97.6%A1203は0.6-11.0%Fe203はO.1-

0.6%(平均0.3%)であり重鉱物としてチタン鉄鉱ジ

ノレコン金紅石褐鉄鉱白チタン石などを含んでいる

カミ含有率は1%を越えない.以上のよう荘内容である

からこの珪砂鉱は無選鉱でガラスの製造や鋳型に使用

することができ狂い.

ドｰムスク工業大学を中心に選鉱実験が繰り返され

ゼリョｰナヤ帯鉱床産珪砂鉱むけの湿式選鉱法が編み出

されてFe2030,039-0.05%Si0298.7-99.4%のガ

ラス用珪砂を得ることに成功した.

すでに述べたようにイジュモｰルスキｰ鉱床離はア

ンジュｰ口=スｰシエンスクガラス工場の手でかつて

採掘されたことがあり当時良質の珪砂だけが採掘され

同工場において風力選鉱され下窓板ガラスの製造に使

われていた.ところが1966年に火災で選鉱所を失なっ

たため同工場は採掘を中止しなくてはならなくなり

やむなくタシュラｰ鉱床産の珪砂の供絵を受けるように

きり換えたわけである.しかしイジュモｰルスキｰ

鉱床群の開発が経済効率の高いものであることはすで

に1959年に関係機関によって指摘されていたがさらに

1962年にはシベリア非金属鉱山設計院が珪砂(ガラス用

鋳型用建設用)耐火粘土陶磁器用粘土としての総

合利用を眼目とした南鉱区の露天掘計画を提起している.

その計画の中では年580万t処理の選鉱所を建設した場

合の選鉱費が0.78ノレｰプノレ/tと算定されている.

ウラル有用鉱物機械処理科学研究設計院カミ提起した図

式による選鉱の結果ではゼリョｰナヤ帯鉱床南鉱区産

珪砂鉱の選鉱精鉱の内訳が鋳型用珪砂39.2%ガラス用

珪砂4.7%耐火粘土5.4%建設用砂43.7%建設用礫

0.5%となっている.したがって上記露天掘計画が実

現すれば高品質の鋳型用珪砂とガラス用珪砂を西シベ

リア各地の工場に供給する問題は完全に解決することに

狂る.

カイラｰ鉱床:この鉱床はアンジュｰ口=スｰゾェ

シスクの北方17とmにある,そのガラス用珪砂も酉シ�
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ベリアの当該バランスシｰト内鉱量計算の対象となって

おり1958年までアンジュｰ口=スｰシエンスクガラ

ス工場がこれを採掘していた.

この鉱床産の珪砂鉱は雑粒質で厚さ0.5-5mの層な

いしレンズの形で粘土層中に挾在し地表下6-19.5m

に分布する.適格の珪砂は主として粒径0.05-0.75m

mの中粒質のものからなり0.1-O.05㎜mの細粒質の

ものカミそれに次ぐ.珪砂層中に混在する粘土の量は5

-52%平均すれば24.5%程度である.また珪砂鉱の

化学組成はSiO.91.05-98.04%(平均95,5%)Fe.

030.09■O.5%(平均0.3房)A12030.7_o.g%であ

るが選鉱するとFe.O｡十FeOはO.08%まで下がる.

このカイラｰ鉱床の珪砂鉱はガラス研究所のデｰタに

よると風力選鉱すれば普通の薄板ガラスの製造に適し

粘土と酸化鉄を十分に取り除くまで本筋すれば高晶質

の透明薄板ガラスの製造に使用できる.なおすでに

探査ずみとなっている範囲内での当該珪砂鉱の鉱量は

A+B+C.75.3万tであるが予想鉱量は無限に近いと

報告されている.

西シベリア低地南東部の古生代揮山岩層分布地域であ

るコノレィバｰン=トｰムスク榴曲帯には注目に値する粉

状珪石の鉱床がある.これは古期風化殻発達帯中の珪

岩の分解生成物からたるものでエルバシャｰ鉱床工一

フサ鉱床ウルグｰン鉱床などいわゆるマｰシャライト鉱

床カミ知られておりエノレバジャｰ鉱床のバランスシｰト

内のガラス用珪砂の鉱量は概算180万tである.なお

このマｰシャライトは水ガラスの原料と考えられている.

アルグｰイ鉱床1この鉱床はクズネｰツキｰ=ア

ラタｰウ地方の南部にある滑石鉱床で有望な滑石鉱床

として調査続行中である.鉱床は規模のさまざま祖レ

ンズ状マｰシャライト鉱体を伴いあるいはマｰシャラ

イトカミ滑石粒間を不規則に充填･分散して賦存(平均含

有率17%)するものである.当該滑石の可採鉱区内の

マｰシャライト総鉱量は320万tに達し滑石の選鉱尾

鉱としてのマｰシャライトはSiO.98.63Fe.030.02

%でガラス用原料としての資格を十分備えている.

クズネｰツキｰ盆地には長石一石英構成の砂鉱として

有望洋鉱床がある.その砂鉱は白亜一古第三紀のもの

で古期岩石の風化生成物に由来し粘土に富み主と

して細粒質石英からなっている.その化学組成上の特

徴はA1.O｡とFe.O畠の含有量カミ場所によって大きく

異なることである.

ムソフラｰノボ鉱床:この珪砂鉱床はレｰニシス

ク=クズネｰツキｰ市北酉25kmにあってガラス用原

料として調査研究されている.この珪砂層は耐火粘土

層の下位に分布し平均層厚が6.0m被覆層の厚さは

0.7-3.0mである.この珪砂の化学組成はSi0.92.8

���╆�〳�㈰����㈰㌱����─

CaOO.44_O.84%Mg00%灼熱減量0.82･1.32%

粒度組成は十0.15mm-51.2劣十〇.25mm28.g%

十0.5皿m-1.84mm17.9%斗1.0皿m-2.0%である.

選鉱試験の結果によるとFe.O｡含有量はO.13-O.23%

まで下げることが可能である.

マｰモントボ鉱床とニコラｰエフカ鉱床:アルタ

イ山脈前縁の地域にも小規模た石英一粘土砂鉱床が知ら

れている.その代表的なものがこの2鉱床で前者は

白亜系上部統後者は古第三系下部階のいずれも石英一

カオリン層であるが恋かでもニコラｰエフカ鉱床は厚

さ4mのカオリンに當んだ珪砂層からたり鉱量A+B+C1

は75万tでこの地域のものとしては有望視されている.

この珪砂鉱は粘土を20%前後伴っているため選鉱が必

要である.分析デｰタが少狂くてそれほど信用できる

ものではないがこの珪砂のSiO｡含有率は98.8%

Fe･O･含有率はO.1%以下で水箭すればガラス用珪砂

として使用できる.

次にチュメｰ二州であるがこの州内には珪砂がかな

り広範に分布し.中生代と新生代の層序断面内のいたる

所にみられるが実際に稼行できるのは漸新世の陸成層

と第四紀の沖積層のものだけであろう.そのうちの漸

新統下部一中部統(アトノレィｰム累層)は主として石英

砂と石英･長石砂からなりその大部分は細粒質白色

で分級度が高く層厚は30-40mに達している.この

累層カミもっとも地表近くに分布するのはマｰノレィアト

ルィｰム村とコムンモｰリスキｰ村のオビ河右岸地区で

同地区に有望な2つの珪砂鉱床カミある.

コムンモｰリスキｰ鉱床:この鉱床は主として

石英砂からなりその平均含有率は97.1%長石含有率

は平均1.9%粒度組成からいえば砂粒はかなり均一で

その80-90%以上が粒径O.15-0.30mmの部分に集ま

っている.粘土含有率は7%を越えず珪砂鉱の化学

組成はSiO.96.83%A12030.43%Fe20.O.7g%

Ti020.18%である.ウラル有用鉱物機械処理科学研

究設計院カミ選鉱実験を行匁った結果ではもっとも効果的

た選鉱法が磁選法であることを示しておりそれによっ

てSiO.98.0%Fe.O.0.05%TiO.0.05%の精鉱

が得られ実収率は90%を越える.さらにガラス研究

所が行なった板ガラス製造テストの結果も良効であった.

鉱量はまだカテゴリｰ別計算までには至っていないが�



一46一

一応1,400万皿3と概算されている.

目されているのがチュルノレｰチェンスコエ鉱床である.

マ`ルィアトルィｰム鉱床:この鉱床産の珪

砂鉱は白灰色で分級度の高い主として細粒(0.5-

O.1㎜mのものカミ80%以上)の石英と長石からなり含

有率は石英が65-70%長石カミ7-18%黒色鉱物(チ

タン鉄鉱と磁鉄鉱)か0.4-1.8%である.本珪砂鉱

の化学組成は平均してSiO.g7.24%A1.O.2.O%

Fe.O.0.49%鉱量はコムンモｰリスキｰ鉱床の場合と

同じ意味で1,500万tである.

漸新統上部階ツルタｰス累層の有望な部分はおもに分

水嶺上に分布する上部爽炭亜累層でその珪砂鉱層は雑

粒質(主として細粒質)の石英と長石からなり薄い粘

土質シノレト間層を伴っている.珪砂鉱層の石英含有率

は54-95%長石は4-35%当該亜累層の厚さは25-

30mである.

ツマｰシェボ鉱床:これは上記亜累層中の珪砂鉱

を代表する鉱床でザボドウコｰフスカヤ駅北方23長m

に位置する.本鉱床は厚さ平均6mの被覆層に蔽われ

た厚さ20mの珪砂層でうち下部10mは地下水面下に分

布する.石英粒の粒度はかなり一定し粒径0.1-O.5

mmのものが85.2%から97.3%平均して90.17%を占

めている.なお石英含有率は85-91%長石は5-

8%化学組成は平均してSiO.g5.5%A1.O.1.0-

3.0%Ti02α5%Fe030.04-2.08%であるが前

記の設計院と研究所が行たった選鉱試験では浮選選鉱が

もっとも適当という結論を得ている(浮選精鉱のFe･O豊

は0.06%Ti02は0.07%).

鉱量は鋳型用珪砂として計算された結果では1970年

1月1日現在でA+B+C.1,270万tC.230万t1969

年の採掘量は鋳型用珪砂として4.2万tであったがそ

の一部はヤノレｰトフスク市(チュメｰ二州)の｢コムナ

ｰル｣ガラス工場でのガラスびんの製造に回され1942

年から1956年の間にはイルクｰツクガラス工場で建築

用ガラスの製造に用いられていた.チュメｰ二州イセ

ｰツコエ地区のバテｰンカ村とシエスタコｰバヤ村にも

漸新世一新第三紀の分級度が高い細粒質珪砂からなる小

型鉱床(SiO.94-97%Fe.O.0.3-0.4%)赫知られ

ている.さらに北ソｰシバ河の上流にも漸新世の珪砂

層が連続露出しているカミその厚さは10m校いしそれ以

上に達する.同じ北ソｰシバ河上流のベリヨｰゾボ部

落近くには第四紀珪砂層があってそれがガラスの製造

に適するという勧告が最近出されたばかりである.こ

れだけではなくてチュメｰ二州の第四系中には珪砂層が

比較的多く各地で認められているがその中でとくに注

チュルノレｰチェンスコエ鉱床:この鉱床は

スノレクｰト市北東8kmすなわちいわゆる｢チュメｰ

二油田｣のスルグｰト油田群東縁部に位置する.本鉱

床の珪砂鉱は細粒質で分級度が高く鉱層の厚さは平均

6.2mだがすべて地下水位面以下に分布している.

珪砂の粒度はかなりまとまっていて93%がO.1-0.5m

mの範囲に入る.化学組成は平均SiO･96.虹%

Fe室030.36%Ti020.14%A12031.05%でありウ

ラノレ有用鉱物機械処理科学研究設計院が選鉱試験を行な

い磁選で金属鉱物が十分に除去できることを明らかに

している.す衣わちFe203は磁選で0.08%でまで下が

りその際の選鉱実収率は約90%であった.さらに浮

選選鉱を行なえばFe203もTi02それぞれ0.05%まで

下げ得る.ガラス製造試験の結果では磁選精鉱は薄

板ガラスに適するということである.

ビｰイ河とマｰルイユガｰン河の盆地に分布する第

四紀の沖積層と湖成層も珪砂鉱床としては有望である.

カユｰポフスコエ鉱床:上記盆地の珪砂鉱床を

代表するもので珪砂の分級度カミ比較的高くその85-

88%は粒径が0.05-0.25mInの中に入る.SiO｡含有率

は平均97.02%Fe.O｡はO.23%であるがまだ選鉱試

験も適性試験も受けていない.さらにイノレトィｰシュ

河中流地域に行くと第四紀の湖成段丘堆積層に胚胎さ

れた珪砂鉱床が発見されている.すなわちそれがア

ンドレｰエフスコエ湖の珪砂である.

アンドレｰエフスコエ鉱床:この鉱床はチュメ

ｰ二市東北東18kmのアンドレｰエフスコエ湖湖岸にあ

り主として粒径O.1-O.5mm(80-90%)の石英から

たる.珪砂鉱としての化学組成はSiO｡カミ89.4-91.1

%Fe203が0.11-O.54%であるがカユｰポフスコ

エ鉱床の場合と同様にまだ選鉱試験などは行なわれてい

ない.鉱量は概算220万tである.前述の｢コムナ

ｰル｣ガラス工場近くにも第四紀の珪砂鉱床カミある.

ザボｰド=ぺドロｰフスキｰ鉱床1この鉱

床は上記｢コムナｰノレ｣工場の北東35kmにあって第

四系砂層上部層に胚胎されたきわめて純度の高い珪砂鉱

からたっている､この珪砂鉱の分級度は低いカミその

一部は移入した適格の珪砂に混晋て上記工場で使用され

ている.これと同じような性質を備えた珪砂層がトボ

ｰリスク市の郊外にも知られている.(つづく)

(筆者は鉱床部)�


